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南房総市１５年教育南房総市１５年教育

～「南房総に残っても、離れても、どこへ行っても支えとなる、～「南房総に残っても、離れても、どこへ行っても支えとなる、
故郷への誇りと強い思い」の故郷への誇りと強い思い」の涵涵

か ん よ うか ん よ う

養養～～

『『南房総学南房総学の取り組み』の取り組み』Vol.２Vol.２

　
市
で
は
、「
南
房
総
市
の
15
年
教
育
～
０
歳
か
ら
15
歳
・
保
幼
小
中
一
貫
教
育
の
推

進
～
」と
し
て
、
子
ど
も
が
地
域
に
誇
り
と
強
い
思
い
を
持
ち
、
自
己
の
可
能
性
を
伸
ば
す

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
体
験
活
動
を
中
心

と
し
た『
南
房
総
学
』を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
南
房
総
に
残
っ
て
も
、
離
れ
て
も
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
支
え
と
な
る
、
故
郷
へ

の
誇
り
と
強
い
思
い
の
涵
養
」を
目
指
し
て
、『
南
房
総
学
』を
教
育
課
程
に
位
置
付
け
て
、

年
間
を
通
し
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

嶺南小学校
５年生

「富浦漁港【漁船体験】」
漁師さんの仕事を見学！
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漁師さんの仕事を見学し
海について学習しました！

「５年生が考える白浜の海」
白浜の海を調べました！

「海のアクティビティ」
南房総の海を満喫！！

富山学園
９年生

（中学3年生）

白浜小学校
５年生

「海のアクティビティ」
南房総の海を体感！！ 嶺南中学校

１年生

三芳小学校
５年生
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「森づくり」
弱った木を元気に！

南房総の森を元気に！
富浦小学校

５年生

「森づくり」
海と森のつながりを知り、自然を守る！

「米づくり」
「ふさのもち」を

作りました！

千倉小学校
５年生

「海岸段丘フィールドワーク」
地元の土地の成り立ち
を知る！

千倉中学校
１年生

富浦中学校
１年生
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「地域ガイド養成講座」
実際に、地域ガイドを
おこないます！

「オクラの栽培」
オクラを栽培し、収穫、販売まで
おこないました！

白浜小学校
３年生

「南房総市の畜産」
地元の畜産について

調べました！

富山学園
７年生

（中学１年生）

三芳小学校
５年生
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３
．
申
請
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
入
力
、
印
刷

　
一
部
の
行
政
手
続
の
申
請
書
を
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
作
成
し
、
印
刷
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
作
成
し
た
申
請
書
を
窓
口
に
持
っ
て

い
く
こ
と
で
、
手
続
の
申
請
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
使
う
た
め
の

３
ス
テ
ッ
プ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

　
ご
自
身
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
、
登

録
し
た
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
パ
ス

ワ
ー
ド（
４
桁
）を
用
意

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

　
「
パ
ソ
コ
ン
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
」ま
た
は「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
読
取
り
が
で
き
る
機
種
）」を

用
意Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用

者
登
録
を
行
う

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
？

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）は
、

国
が
運
営
す
る
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
窓

口
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
ほ
か
、
行
政

機
関
な
ど
が
保
有
す
る
ご
自
身
の
情
報
の
確

認
や
、
行
政
機
関
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
通

知
の
受
信
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
の
機
能
の
ご
利
用
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

最
高
レ
ベ
ル
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
認
証
を

行
う
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
高
く
安
心
し

て
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
機
能
の
ひ
と
つ

　
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
次
の
３
つ
の

こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
．
知
り
た
い
制
度
・
手
続
を
簡
単
検
索

　

子
育
て
に
関
す
る
手
続
を
は
じ
め
と
し

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
申
請
や
届
出
を
地
域
別
に

検
索
し
、
そ
の
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

２
．
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

　
一
部
の
行
政
手
続
の
申
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
内

容
は
途
中
で
保
存
を
し
、
好
き
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
電
子
署

名
が
利
用
で
き
ま
す
。

市役所での手続きがもっと楽に！
続 と々始まる行政手続きのオンライン化

　国が運営するマイナポータルの「ぴったりサービス」を利用して、転出届・転入予約（令和５年２月６日予定）、子
育て関係・介護関係（令和５年４月予定）に関する一部の行政手続きの申請がオンラインで行えるようになります！
　南房総市では市民サービスの向上を目指し、今後も行政手続などのデジタル化を推進していきます。

画面イメージ

　管財契約課　☎３３－１０２２

自治体
DX

南房総市
の取り組みスマホで

カンタン

お家で
いつでも
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転
出
・
転
入
手
続
き（
転
出
届
・
転
入

予
約
）ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

　
引
っ
越
し
す
る
と
き
に
自
治
体
へ
届
け
出

る
、「
転
出
届
」や「
転
入
予
約（
転
入
届
提
出

の
た
め
の
来
庁
予
定
の
連
絡
）」が
、
令
和
５

年
２
月
６
日
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」を
利
用
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
手
続
き
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
引
越
し
に
伴
う
手
続
の
負
担
を
軽
減
し
、

ま
た
、
手
続
漏
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
引
越

し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

子
育
て
・
介
護
関
係
26
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化

　
子
育
て
・
介
護
関
係
の
各
種
手
続
き
が
、

令
和
５
年
４
月（
予
定
）か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
の「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」を
利
用
し
オ
ン

ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月（
予
定
）か
ら
で
き
る
手
続

き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

児
童
手
当
等
の
受
給
資
格
及
び
児
童
手

当
の
額
に
つ
い
て
の
認
定
請
求	

②�

児
童
手
当
等
の
額
の
改
定
の
請
求
及
び

届
出	 令

和
５
年
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
加
速

令
和
５
年
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
加
速

③
氏
名
変
更
／
住
所
変
更
等
の
届
出

④
受
給
事
由
消
滅
の
届
出

⑤
未
支
払
の
児
童
手
当
等
の
請
求

⑥
児
童
手
当
等
に
係
る
寄
附
の
申
出

⑦
児
童
手
当
に
係
る
寄
附
変
更
等
の
申
出

⑧�

受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
る
学
校
給
食

費
等
の
徴
収
等
の
申
出

⑨�

受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
る
学
校
給
食

費
等
の
徴
収
等
の
変
更
等
の
申
出

⑩
児
童
手
当
等
の
現
況
届

⑪
支
給
認
定
の
申
請

⑫
保
育
施
設
等
の
利
用
申
込

⑬
保
育
施
設
等
の
現
況
届

⑭
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
事
前
送
信

⑮
妊
娠
の
届
出	

	

　マイナンバーカードをまだお持ちでない人に、
11月中旬から12月上旬にかけて、オンライン申請
用ＱＲコード付きマイナンバーカード交付申請書
が順次送付されています。
　スマートフォンなどで申請書のＱＲコードを読
み取ることで、簡単に申請ができます。
　また、最大２万円分のポイントがもらえるマイ
ナポイントの申込にはマイナンバーカードが必要
です。

子
育
て
関
係
15
手
続
き

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請

②
要
介
護
・
要
支
援
更
新
認
定
の
申
請

③�

要
介
護
・
要
支
援
状
態
区
分
変
更
認
定

の
申
請

④�

居
住（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成

（
変
更
）依
頼
の
届
出

⑤
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
再
交
付
申
請

⑥
被
保
険
者
証
の
再
交
付
申
請

⑦�

高
額
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
申
請

⑧
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請

介
護
関
係
11
手
続
き

　マイナポイントの対象となるマイナンバーカー
ドの申請期限は12月末となっています。
マイナンバーカードの申請に関する問合せ
・市民課　☎３３－１０５１
マイナポイントに関する問合せ　　
・富浦本庁舎窓口
　☎０８０－７０２５－８１４６
・朝夷行政センター窓口
　☎０７０－３２３７－６４０６

この機会に作りませんか？オンライン申請にはマイナンバーカードがあると便利です!

⑨�

居
宅
介
護（
介
護
予
防
）福
祉
用
具
購
入

費
の
支
給
申
請	

⑩�

居
宅
介
護（
介
護
予
防
）住
宅
改
修
費
の

支
給
申
請

⑪�

住
所
移
転
後
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

申
請		

よ
り
便
利
に
・
簡
単
に
！
更
な
る
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
手
続
き
以
外
に

も「
総
合
健
診
の
予
約
」や「
図
書
館
資
料
の

予
約
」な
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は「
罹
災
証
明
書
の
発
行
申

請
」や「
公
共
施
設
の
予
約
」も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
可
能
に
な
る
予
定
で
す
。
手
続
き
の
開
始

に
合
わ
せ
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
す
る

手
続
き
」と「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
後

に
、
添
付
書
類
の
提
出
や
窓
口
に

別
途
赴
く
必
要
が
あ
る
手
続
き
」が

あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス

内
で
手
続
き
に
必
要
な
添
付
書
類

や
手
続
方
法
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。



8 2022年12月号

会
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
会
議
は
19
時
～
20
時
30
分
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
最
初
に
進
行
係
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
注

意
事
項
を
説
明
し
、
市
長
か
ら
市
政
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
で
質
疑
応
答
に
な
り
ま
す
。

※�

市
か
ら
の
説
明
、
質
問
者
の
発
言
中
は
、

ミ
ュ
ー
ト
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
秘
書
広
報
課　
☎
33 

― 

１
０
０
２

　
市
政
懇
談
会
は
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

市
の
執
行
部
が
市
政
の
現
状
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
市
政
運
営
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
を
行
う
場
で
す
。

　
今
年
度
の
開
催
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、｢

オ
ン
ラ
イ
ン｣

で
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※�

市
政
懇
談
会(

オ
ン
ラ
イ
ン)

に
参
加
す
る

に
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
な

ど
が
必
要
で
す
。

※�

今
回
の
市
政
懇
談
会
で
説
明
し
た
内
容
お

よ
び
出
さ
れ
た
意
見
は
、
開
催
後
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

開
催
日
時

　
令
和
5
年
1
月
19
日（
木
）19
時
～

※�

当
日
は
18
時
30
分
か
ら
接
続(

入
室)

で
き

る
状
態
に
し
ま
す
の
で
、
開
始
10
分
前
ま

で
に
入
室
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
方
法

　
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
12
月

26
日（
月
）17
時
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
時
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
会
議
入
室
パ
ス
ワ
ー
ド

な
ど
を
送
信
し
ま
す
。

※�

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
記
入
誤
り
や
迷
惑

メ
ー
ル
設
定
な
ど
が
あ
る
と
送
信
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

【
市
政
に
関
す
る
こ
と
】

※�

市
政
懇
談
会
で
説
明
し
て
欲
し
い
テ
ー
マ

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
所

定
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

　
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
Ｘ（
ウ
ェ
ベ
ッ
ク
ス
）

※�

Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
Ｘ
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
く
て

も
会
議
に
参
加
で
き
ま
す
が
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
方
が
安
定
し
ま
す
。

市
政
懇
談
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す

市
政
懇
談
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す

参加申込フォームURL
https://logoform.jp/f/Zt4n4

参加申込フォームQRコード
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受
験
資
格　
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
人
ま
た
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

試
験
日　
１
次
試
験　
１
月
15
日（
日
）

	

２
次
試
験　
2
月
9
日（
木
）

１
次
試
験
合
格
発
表　
１
月
25
日（
水
）

申
込
書
な
ど
の
請
求
先　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
総
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　
12
月
2
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
1
月
4
日（
水
）

※�

郵
送
の
場
合
は
、
1
月
4
日（
水
）ま
で
の

消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。
締
切
日
直
前
は
、
速
達
で
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

　
総
務
課　
☎
33 

― 

１
０
２
５

職
員
を
募
集
し
ま
す

職
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
令
和
５
年
度（
令
和
５
年
４
月

１
日
）採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験【
二
次
募

集
】を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
般
行
政
職（
初
級
）

採
用
予
定
人
数　
５
人

受
験
資
格　
昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

学
歴
を
問
わ
な
い
。

一
般
行
政
職（
初
級
）障
害
者
対
象

採
用
予
定
人
数　
１
人

受
験
資
格　
昭
和
52
年
4
月
2
か
ら
平
成

17
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人
で
、
学
歴
を
問
わ

な
い
。

市
が
求
め
る
人
物
像
は
次
の
３
点
で
す
。

◇�
市
民
の
視
点
に
立
ち
、
市
民
と
と
も

に
考
え
行
動
す
る
職
員

◇�
広
い
視
野
で
総
合
的
に
判
断
・
行
動

で
き
る
職
員

◇�

社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る

柔
軟
性
の
あ
る
職
員

募
集
職
種

①�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

こ
と

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

③�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
こ
と

④�

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
り
知
的

障
害
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人
で
あ
る
こ

と
。

保
育
教
諭
職

採
用
予
定
人
数　
２
人

受
験
資
格　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

※�

採
用
後
の
職
種
内
容
は
、
配
属
先
に
よ

り
、
保
育
士（
保
育
所
）ま
た
は
幼
稚
園
教

諭（
幼
稚
園
）の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。

保
健
師
職

採
用
予
定
人
数　
１
人

受
験
資
格　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

人
ま
た
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
み
の
人
。

社
会
福
祉
士
職

採
用
予
定
人
数　
１
人

一般行政職・一般行政職（障害者対象）一般行政職・一般行政職（障害者対象）
保育教諭職・保健師職保育教諭職・保健師職

社会福祉士職社会福祉士職
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職　種 令和３年度
採用者数

令和３年度退職者数
定年
退職

勧奨
退職

普通
退職

その他
（死亡など） 合計

一般行政職 13 9 2 8 0 19
技能労務職 0 1 0 0 0 1
保 健 師 職 0 1 0 0 0 1
保 育 士 職 2 2 0 4 0 6
幼稚園教諭職 0 1 0 0 0 1
医 師 職 0 0 0 1 0 1

合    計 15 14 2 13 0 29

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員の人事評価の状況

３　職員の給与の状況

（１）採用および退職の状況

（３）年齢別職員数の状況

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（２）部門別職員数の状況（単位：人） （単位：人）

（単位：人）

部　  局 令和３年
４月１日現在

令和４年
４月１日現在

市 長 302 298
教 育 委 員 会 134 130
農 業 委 員 会 　4 　4
議 会 事 務 局 　5 　5
監査委員事務局 　2 　2
選挙管理委員会 　1 　1
病 院 　39 　38
水 道 　19 　20

合    計 506 498
注：�常勤の教育長は含みません。「１（１）

採用および退職の状況」と当項目の職
員数の差は、「１（１）採用および退職
の状況」の採用者数が令和３年度のた
め合致しません。

職員の執務について、職務遂行において挙げた実績および発揮した行動などについて、毎年度評価を実施しています。

注：�職員数は、令和3年4月1日現在の普通会計関係に属する職員数です。（　）内は、再任用短時間勤務職員について外書きした
ものです。

　　職員手当には退職手当を含みません。

注：�職員数には再任用フルタイム勤務職員を含み、再任用短時間勤務職員は
含みません。

注：常勤の教育長は含みません。

年齢（歳） 18 ～ 24 25 ～ 29 30 ～ 34 35 ～ 39 40 ～ 44 45 ～ 49 50 ～ 54 55 以上 合　計
R3.4.1 現 在 24 35 30 52 97 113 75 80 506
R4.4.1 現 在 25 39 31 45 87 105 88 78 498

区　分 住民基本台帳人口
  （令和３年度末）

歳 出 額
　（Ａ） 実質収支 人 件 費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
令和３年度  35,968 人 26,450,443 千円 1,113,050 千円 4,285,845 千円 16.2％

区　分 職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたり
給与費 （B）/（A）給　 料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計 （Ｂ）

令和３年度 424人（6人）1,655,508 千円 205,801 千円 636,970 千円 2,498,279 千円  5,892 千円

評 価 制 度 の 概 要
・評価は「業績評価」と「能力評価」の２種類で、各々絶対評価で行う
・業績評価は、個人の業務目標の達成度を評価する
・能力評価は、職員期待行動の実践度を評価する

評 価 期 間 令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日
対 象 者 全職員（派遣職員、非常勤職員などを除く）

（令和３年度）

人事行政の運営などの状況人事行政の運営などの状況 総務課　☎ ３３－１０２５

　地方公務員法第５８条の２および南房総市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の
規定により、令和３年度における人事行政の運営などの状況についてお知らせします。
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（４）職員の初任給の状況（令和4年4月1日現在）

（３）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

職種
令和 3 年 4 月 1 日現在 令和 4 年 4 月 1 日現在

平均年齢 平均給与
月額（円） 平均年齢 平均給与

月額（円）給料 諸手当 給料 諸手当
一般行政職 45 歳 9 ヵ月 380,295 340,882 39,413 44 歳 4 ヵ月 379,733 329,501 50,233
技能労務職 51 歳 7 ヵ月 297,976 276,300 21,676 52 歳 7 ヵ月 298,600 275,756 22,844
教　 育　 職 40 歳 6 ヵ月 340,963 319,405 21,558 42 歳 8 ヵ月 353,781 334,085 19,696

区　　分 市 国

一般行政職
大 学 卒 182,200 円 182,200 円
高 校 卒 154,900 円 150,600 円

技能労務職
技能職員 147,900 円 ―
労務職員 143,800 円 ―

（５）一般行政職の級別職員数の状況（令和4年4月1日現在）

（６）職員の手当の状況
・期末手当・勤勉手当

・特殊勤務手当（令和4年4月1日現在）

・退職手当（令和4年4月1日現在）

・時間外勤務手当

注：�退職手当の１人あたり平均支給額は、令和３年度に退職　
した職員に支給された平均額です。

区　分 １級 ２級 3 級 ４級 5 級 6 級 7 級 8 級
合計標準的な

職務内容
主事
技師

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
副主査

係長
主査

課長補佐
副主幹

課長
所長 部長

職員数 12 人 39 人 27 人 82 人 52 人 51 人 27 人 8 人 298 人
構成比 4.0％ 13.1％ 9.1％ 27.5％ 17.4％ 17.1％ 9.1％ 2.7％ 100.0％

１人あたり平均支給額（令和３年度） 1,502 千円

令和３年度支給割合 期末手当
勤勉手当

2.40 月分
1.90 月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級など
による加算措置（5％～ 20％）

区　　分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25年 28.0395 月分  33.27075 月分
勤続 35年 39.7575 月分   47.709 月分
最高限度額 47.709 月分   47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置　2％～ 20％加算
1 人あたり平均支給額 3,620 千円 22,872 千円

支給実績（令和３年度決算） 1,081 千円
支給職員 1 人あたり平均支給年額

（令和３年度決算） 　 154,429 円

手当の種類 ６種類

手当の名称
行旅死亡人取扱作業手当・行旅病人取
扱作業手当・防疫手当・塵芥処理作業
手当・収集業務手当・処理業務手当

支給実績（令和３年度決算） 71,964 千円
支給職員 1 人あたり平均支給年額

（令和３年度決算） 195,554 円
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（令和4年4月1日現在）

６　職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分者数の状況（令和３年度）

（１）育児休業および
　　部分休業の取得状況（令和３年度）

（２）懲戒処分者数の状況（令和３年度）

（２）自己啓発休業等の取得状況
　　（令和３年度）

（単位：人） （単位：人）

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
0 0 5 0 5

戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
0 1 1 1 3

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

５　職員の休業に関する状況

開始時間 終了時間 休憩時間 勤務時間
8 時 30 分 17 時 15分 12時 00分～ 13時 00分 7時間 45分

・その他の主な手当（令和4年4月1日現在）

・特別職の報酬などの状況（令和4年4月1日現在）

扶養手当

・配偶者            　　　　　 6,500円　（行政職8級職員　配偶者　　　　　　  3,500円）
・子　　　　１人につき　10,000円
・父母など　１人につき　  6,500円　（行政職8級職員　父母など1人につき　3,500円）
・満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子　　　1人につき5,000円加算

住居手当 ・�借家、借間の場合（月額16,000円を超える家賃支払い者）家賃月額に応じて、月額28,000円を
限度に支給　

通勤手当 ・交通機関など利用者　定期代など全額支給
・交通用具など利用者　交通用具および通勤距離に応じて、月額54,300円を限度に支給

区　　　分 給料月額など 期末手当 退職手当

給　料 市　長
副市長

830,000 円
694,000 円 （令和３年度支給割合）

6月期  2.15 月分
12月期  2.15 月分

計   4.30 月分

830,000 円×在職月数× 0.35
694,000 円×在職月数× 0.25

報　酬
議　長
副議長
議　員

413,000 円
360,000 円
337,000 円

区　分 育児休業
取得者数（人）

部分休業
取得者数（人）

男性職員 0 0
女性職員 11 0
合　　計 11 0

区　分 自己啓発休業等
取得者数（人）

男性職員 0
女性職員 0
合　　計 0

７　職員の服務の状況
（１）年次有給休暇の取得状況
　　（令和３年度）

（２）介護休暇の取得状況
　　（令和３年度）

平均取得日数 消化率
11.8 日 30.5％

区　分 介護休暇
取得者数（人）

男性職員 0
女性職員 0
合　　計 0

人事行政の運営などの状況人事行政の運営などの状況
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９　職員の研修の状況

１０　職員の福祉および利益の保護の状況

１１　公平委員会の業務の状況

（２）再就職の届出義務

（３）再就職状況（令和３年度退職者）

（１）職員健康管理に関する状況

（２）共済制度

（３）互助会制度

（１）勤務条件に関する措置の要求に係る事項（令和３年度）　　　　該当する案件なし
（２）不利益処分についての審査請求に係る事項（令和３年度）　　　該当する案件なし

　離職時に課長級以上のポストに就いていた職員であった者は、離職後２年間、営利企業などに
就職した場合は届け出ることとなっています。

　職員の健康管理状態を把握し、健康被害や疾病の早期発見を行うため、定期健康診断、生活習慣
病予防健康診断、メンタルヘルス対策として心の健康相談などを実施しています。

　職員の掛金と事業主である市町村の負担金で運営されている千葉県市町村職員共済組合および
公立学校共済組合の制度により、福祉事業の一環として下記の事業を実施しています。
・健康管理のための生活習慣病予防健診、人間ドックの利用制度　
・家族の生活安定のための出産療養など給付事業
・家族の生活安定のための健康保持、心身のリフレッシュのための宿泊施設の運営

　県内市町村などで組織された千葉県市町村職員互助会に加入しています。
ア）運営　職員の掛金と市町村の負担金により運営されています。
	 ■職員掛金（個人負担）　標準報酬月額×3.6/1,000
	 ■市負担金（公費負担）　標準報酬月額×3.6/1,000
イ）主な事業内容　各種給付事業、厚生事業（保険事業）

退職時職位 退職者数
再就職先

再就職者合計市に再就職
営利企業など

再任用 臨時職員など
部長職 7 4 1 0 5
課長職 4 2 0 0 2

計 11 6 1 0 7

区  分 受講者数（人） 備　　考

広域研修 60 安房郡市広域市町村圏事務組合が行う研修（新規採用職員研修、初級職員研修、中級職員
研修、係長研修、接遇研修、再任用職員研修）

派遣研修 55 千葉県自治研修センター、日本経営協会、地方自治研究機構、総務省自治大学校、市町村ア
カデミー

（令和３年度）

８　職員の退職管理の状況
（１）営業活動の制限について

　離職後に営利企業などに再就職した者は、離職前５年間携わった職務に関する契約などの事務
について、離職後２年間、現役職員へ契約の依頼などを行うことを禁止しています。

ウ）支出状況（令和３年度）
区　　分 支 出 額 備　　考
職員掛金 548千円 人数 414人市負担金 548千円

（単位：人）
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償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
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工

場
や
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店
、
農
業･

漁
業
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ど
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築
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固
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固
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今月の表紙
南房総学in大房岬

　南房総学では、学区を越え、ふるさとに触れ、
様々な自然体験学習を中心に、自然と共生する心や
郷土愛の育成に取り組んでいます。
　海に飛び込んでいるのは、富山学園8年生(中学2年
生)の生徒。富山学園が実施している南房総学の一貫
です。

増間島からダイブ
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　12月29日（木）から1月3日（火）までの、年末年始の『ごみ』と『し尿』業務について、お知らせします。
　なお、1月4日（水）からは通常業務です。

166166

　12月29日（木）から1月3日（火）まで、し尿のくみ取りは行いません。年末は、くみ取り依頼件数が多く、
混み合うことが予想されますので、早めに申込むようご協力をお願いします。

　鋸南地区環境衛生組合（富浦・富山・三芳地区）　☎５５－０３２９
	 千倉衛生センター（白浜・千倉・丸山・和田地区）☎４４－００８４

　野外でのごみの焼却は、一部の例外を除き禁止されています。
一般家庭ごみの処分は、「ごみの出し方分け方」の分別方法にしたがい、ごみ指定袋に入れてお住まいの地区のご
みステーションへ出しましょう。

　廃棄物を焼却した場合、5年以下の懲役若しくは1,000万円（法人は３億円）以下の罰金または併科されます。
地面、素堀りの穴、ドラム缶、ブロック囲い、構造基準を満たさない焼却炉での焼却も野焼きとみなされます。

◦風俗習慣上または宗教上の行事を行なうために必要な廃棄物の焼却
　例：しめ縄や門松などの焼却、お盆の迎え火送り火など
◦�農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものと
して行なわれる焼却
　�例：害虫駆除のための稲わらの焼却、焼き畑、あぜの草
および下草の焼却、魚網に付着した海産物の焼却など

◦�たき火そのほか日常生活を営むうえで通常行なわれる場
合で軽微なもの	
　例：落ち葉たき、キャンプファイヤーなど

※年末は大変混み合いますので、早めに持ち込むようご協力をお願いします。
※収集日は家庭に配布した収集カレンダーをご覧ください。

◎ごみの持ち込み受付時間　

◎し尿のくみ取り　

 
 

12 月 29 日
（木）

12 月 30 日
（金）

12 月 31 日
（土）

1 月 1 日
（日）

1 月 2 日
（月）

1 月 3 日
（火）

【富浦・富山・三芳地区】
大谷クリーンセンター

☎５７－２６４６

8：30～
　12：00
13：00～
　16：00

8：30～
　12：00
13：00～
　16：00

休 休 休 休

【千倉・丸山・和田地区】
千倉清掃センター
☎４４－１２６３

9：00～
12：00

13：00～
　16：00

9：00～
　12：00

13：00～
　16：00

9：00～
　11：30 休 休 休

【白浜地区】
白浜清掃センター
☎３８－４５６０

野焼きは禁止されています

知っていますか？厳しい罰則規定

例外で認められている焼却行為（抜粋）

『ごみ』と『し尿』の『ごみ』と『し尿』の
年末年始の業務年末年始の業務

　例外で認められている焼却行為でも、
煙や臭いが近所の迷惑となり、著しく
周辺の生活環境に影響がでる場合は指
導の対象となります。周囲に配慮しま
しょう。

注　意
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　献血とは、病気の治療や手術などで輸血を必要としている人の尊い命を救うた
めに、自らの血液を提供するボランティアです。
　血液は、栄養や酸素の運搬、免疫など人間の生命を維持するために不可欠で
す。現在血液の機能を完全に代替えできる手段はないため、医療において輸血は
欠かすことができない治療法となっています。皆さんの献血が輸血医療を支えて
います。引き続き献血へのご理解とご協力をお願いします。

※�受付終了時間の変更がある可能性があります。各月の広報お知らせ版などで
ご確認ください。
※�献血ＷＥＢ会員サービス「ラブラッド」登録することで、献血の予約をすること
ができ、予約時間に優先的に案内することができます。また、ポイントを貯め
て記念品と交換できます。
※ラブラッド会員の人は右のＱＲコードから予約することができます。

　県赤十字血液センター　☎０４７－４５７－０７１１

令和４年度３月末までの予定
とき ところ 時間

２月 17日（金）
丸山児童体育館 10：00～ 11：30

三芳農村環境改善センター 13：30～ 16：00

３月 23日（木） 南房総市役所　本庁別館１ 10：00～ 11：45
13：00～ 16：00

健康推進課健康推進課 36-115436-1154
献血で命を救うことができます献血で命を救うことができます

ラブラッド会員用
QRコード

献血ルームや献血バスなどで献血の
受付をします。

献血
場所へ

製造
・
保管

問診

献血 検査

供給

当日の体調や薬を飲んでいないか
などを問診します。

全血献血と成分献血の
いずれかで献血をします。

血液型や感染症の
有無を検査します。

血液の成分ごとに分けて
血液製剤を製造します。
製造後、冷蔵庫や冷凍庫
の中で保管します。

いつでも医療機関からの要請
に応じられるよう、24時間体
制で供給しています。

ご支援よろしく
お願いします
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　健康推進課　☎３６－１１５４

健康診査は1月31日までに受けましょう
　市ではメタボリックシンドローム予備軍の人の割合が多く、血圧や血糖、脂質の項目が気がかりな人が
目立ちます。生活習慣病の放置は、心臓病や脳血管疾患、慢性腎不全などの疾患の重症化や生活制限や
介護を要する状態につながります。年に１度の健康診査の受診で生活習慣病の発症や重症化を未然に防
ぎましょう。
　また、特定健診の受診率向上のため、医療機関を定期的に受診されている人は、特定健診項目を満た
す検査を受けた場合、医療機関から検査結果連絡票を使用し、市に報告することで特定健診を受診した
ものとみなす取組（みなし健診）があります、主治医にご相談のうえご協力をお願いいたします。

【健康診査の種類・料金】
対象者 料金 健診内容

20 歳から 39歳までの南房総市国民健康
保険加入者
（フレッシュ健診）

800円 ・�計測（身長・体重・体格指数【ＢＭ
Ｉ】･腹囲※）
　※�後期高齢者健康診査は腹囲測定
がありません。

・�血圧測定、診察、血液検査（脂質・
肝機能・血糖・腎機能）、尿検査（尿
糖・尿蛋白）
・�詳細健診として（医師が必要と判断
した場合）心電図 ･眼底検査 ･貧血
検査

40歳から 74歳までの南房総市国民健康
保険加入者
（特定健診）

800円

後期高齢者医療制度加入者（後期健診） 無料

40歳以上の生活保護受給者
（年齢に応じた健診。受診時に生活保護
受給証明の提示が必要）

無料

【実施医療機関】

特定保健指導を活用しましょう

南房総市：南房総市立富山国保病院 ・青木内科クリニック ・石井クリニック・生方内科クリニック
	 白浜中央医院 ・中原病院 ・七浦診療所 ・野﨑医院 ・原診療所 ・松永医院　・和頴医院
	 南房総ファミリアクリニック・若林医院・間宮医院 

館 山 市：安房地域医療センター ・あいクリニック ・青柳内科クリニック・赤門整形外科内科
	 伊賀整形外科クリニック ・太田整形外科医院 ・亀田ファミリークリニック館山 ・貴家医院 
	 小林病院 ・鈴木内科クリニック ・たてやま循環器内科外科 ・館山病院 ・北条病院 ・原クリニック
	 たかはし内科小児科クリニック ・清川医院 ・西岬診療所 ・野原皮膚科内科医院 ・九重鈴木医院
	 たてやま友愛クリニック

鴨 川 市：小田病院 ・東条病院・石川外科内科クリニック

鋸 南 町：鋸南病院・武内クリニック

　40歳から74歳の人で健診の結果、内臓脂肪の蓄積と高血圧、高血糖などの
項目で生活習慣の改善が必要な人へ特定保健指導の勧奨通知を送付していま
す。特定保健指導とは、内臓脂肪を減らすための体重減少や運動、食事、禁
煙などの生活習慣改善の具体的な目標をたて、3ヶ月間取り組むものです。保
健指導にかかる費用は無料で、保健師、看護師、管理栄養士などが対象者に
あった生活改善の方法（食事や運動など）を具体的にアドバイスします。
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～自筆証書遺言書保管制度～
あなたの大切な遺言書を法務局が守ります！

そんなお悩みをお持ちの皆さんに、
法務局から提案があります！

千葉地方法務局館山支局 TEL 0470－22－0620

　自分が亡くなった後、
残された家族が財産で
争わないようにしたい。

いつ何が起こるか
分からないから

万が一のために備えたい。

遺言書の作成をおすすめします！

自筆により作成した遺言書の保管は、法務局の遺言書保管制度
の利用をおすすめします！

　相続であなたの意思を実現させることができます。
　遺言書は、遺言者の死後に、財産の処分や相続分指定など
について法的な効果を持ちます。

　法務局に保管することで、以下のメリットがあります。
・紛失や改ざんのおそれがなくなります。
・�保管の際、法務局職員による遺言書の方式についての外形的
な確認（全文、日付および氏名の自書、押印の有無など）を行
います。

・家庭裁判所の検認が不要になります。
・�死亡後、法務局に保管している事実を相続人などへ通知する
ことができます。

　私名義の不動産を
相続人の共有でなく、
相続人の一人に
相続させたい。

　相続人以外に
財産を譲りたい。

法務局からの提案その１

法務局からの提案その２

？？？
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【対象者】
　対象者は以下の要件を満たす人です。
・�申請日において、学校教育法の規定に基づく大
学院、大学、短期大学、高等専門学校（第４学
年以上および専攻科に限る）、専修学校（専門課
程に限る）、高等学校（第４学年以上および専攻
科に限る）、独立行政法人などが設置する大学
校などに在学し、主として学業に専念する人

・�大学生など本人、または父母などが令和４年４
月１日以前から申請日にかけて引き続き市の住
民基本台帳に記録されている人

【支給額】
　５万円

【申請方法】
　申請書は市ホームページからダウンロードする
か、市民課、教育委員会教育総務課、朝夷行政

とき･コース
　2月18日（土）北コース　20㎞･12㎞
　2月19日（日）南コース　22㎞･12㎞
主会場
　南房総市千倉保健センター
参加資格
　ウオーキングマナー五ヶ条を守り、スタート･
ゴール時間やチェックポイントなど大会規則や交
通ルールを守れる人。国籍、年齢、性別など一切
問いません。ただし、中学生以下は保護者など責
任者の同伴、障がい者の人は付添者の同伴が必要
です。
参加費（安房郡市内在住）
　一般	 １０００円
　高校生	 ５００円
　中学生以下	 無料

センター、各地域センターで申請書を受け取り、
必要事項を記入の上、添付書類と併せて市民課、
教育委員会教育総務課、朝夷行政センター、各地
域センターに提出をしていただきます。
　また、教育委員会教育総務課では郵送による申
請も受け付けます。

【添付書類】
・�令和４年４月１日以降に発行された在学証明書
・�申請者の本人確認書類の写し
・�振込先が確認できる申請名義の通帳などの写し
※�申請者が代理人（父母など）の場合、本人確認や
親子関係などが証明できる書類が必要になりま
すので、市ホームページでご確認ください。

【申請期限】
　令和５年１月３１日

申込方法　
　郵便振替（開催要項付属の払込取扱票にて振り
込み）、観光プロモーション課または朝夷行政セ
ンターにて直接お申込みください。
申込期限　
　郵便振替での申し込みは1月31日までになりま
す。また、当日の参加も受け付けています。

ウオーキングマナー五ヶ条
１　やあ！おはよう　明るい挨拶　さわやかに
２　信号で、あわてず　あせらず　待つ余裕
３　ひろがるな、参加者だけの道じゃない
４　自分のゴミ、自分の責任　持ち帰り
５　歩かせて、いただく土地に感謝して

　エネルギー・食料品などの物価高騰などにより生活に影響を受ける大学生などを支援するため、給付
金を支給します。

　本大会は、日本マーチングリーグ公式大会、国際市民スポーツ連盟･日本市民スポーツ連盟公認大会、
関東甲信越マーチングリーグ認定公式大会およびオールジャパンウオーキングカップ千葉県認定大会と
して開催します。また、我が国唯一、ベルギー･ブランケンベルグツーデーマーチとの姉妹大会です。ぜ
ひご参加ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況に応じて、大会内容が変更または中止となる場合があり
ます。

大学生等生活支援給付金 　 　教育委員会教育総務課　
	 ☎４６－２９６１

第33回南房総フラワーマーチ参加者募集 　 　観光プロモーション課　
	 ☎３３―１０９１
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格
者
は
、
令
和
５
年
１
月
16
日(

月)

ま
で
に

管
轄
保
健
所
へ
の
届
出（
オ
ン
ラ
イ
ン
届
出

を
し
た
場
合
は
、
除
く
）を
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
用
紙
は
、
安
房
保
健
所(

安
房
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー)･

鴨
川
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
医
師･

歯
科
医
師･

薬
剤
師
の
届
出

票
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
そ
の
ほ
か
資
格
者
の
届
出
用
紙
に
つ

い
て
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
厚
生
労
働
省
の
新

シ
ス
テ
ム｢

医
療
従
事
者
届
出
シ
ス
テ
ム｣

に

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
届
出
が
可
能(

医
師
、
歯

科
医
師
、
薬
剤
師
で
医
療
機
関
な
ど
に
勤

務
し
て
い
な
い
人
は
、
除
く)

と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

�

安
房
保
健
所（
安
房
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

	

☎
22 

― 

４
５
１
１

	

鴨
川
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー

	

☎
04 

― 

７
０
９
２ 

― 

４
５
１
１

　

口
座
振
替
は
、
納
税
者
が
指
定
し
た
金

融
機
関
か
ら
自
動
的
に
振
替
納
付
さ
れ
る

制
度
で
す
。
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間

を
省
き
、
納
め
忘
れ
な
ど
を
避
け
る
た
め
に

　

日
本
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す

る
1
週
間
を｢
人
権
週
間｣

と
定
め
、
人
権

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
な
お
、
い
じ
め
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

介
し
た
誹
謗
中
傷
、
特
に
最
近
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
な
ど
に
対

す
る
差
別
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
人
権
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

安
房
地
域
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
や
知

的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
意
思
決

定
が
困
難
で
あ
っ
て
も
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
方
法
は
、
①
電
話
相
談
、
②
面
談

に
よ
る
相
談(

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い)

、

③
巡
回
相
談(

要
事
前
予
約)

が
あ
り
ま
す
。

巡
回
相
談
は
、
第
４
木
曜
日(

祝
日
の
場
合

は
変
更
あ
り)

に
市
役
所
三
芳
分
庁
舎
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
安
房
地
域
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー

	

☎
04 

― 

７
０
９
３ 

― 

５
０
０
０

	

高
齢
者
支
援
課

	

☎
36 

― 

１
１
５
２

12
月
４
日
～
10
日
は

　
「
人
権
週
間
」で
す

12
月
４
日
～
10
日
は

　
「
人
権
週
間
」で
す

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
目
標
を
掲

げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
南
房
総
市
総
合
計

画
を
策
定
し
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
2
次
南
房
総
市
総
合
計
画
前
期
基
本

計
画
が
令
和
4
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、

新
た
に
策
定
す
る｢

第
2
次
南
房
総
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画｣

に
つ
い
て
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所　
企
画
財
政
課
、
朝
夷
行
政
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
・
募
集
期
間　

　
１
月
４
日(
水)
ま
で

提
出
方
法　
指
定
用
紙
に
意
見
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
企
画
財
政

課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
企
画
財
政
課

　
　
☎
33 

― 

１
０
０
１

　

医
師
な
ど
の
免
許
を
有
す
る
医
療
関
係

資
格
者
は
、
２
年
ご
と
の
12
月
31
日
現
在

の
事
項
に
つ
い
て
届
出
を
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
実
施
年
で
す
。
医
療
関
係
資

医
療
関
係
資
格
者
は

　
保
健
所
に
届
け
出
を

安
房
地
域
権
利
擁
護

推
進
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

１
月
～
３
月
は

市
税
な
ど
の
口
座
振
替

登
録
強
化
月
間
で
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

第
２
次
南
房
総
市

　
　
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

便
利
な
口
座
振
替
を
お
奨
め
し
ま
す
。

※�

口
座
振
替
に
よ
り
納
付
で
き
る
金
融
機
関

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
口
座
振
替
依

頼
書
ま
た
は
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー

ビ
ス
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

口
座
振
替
依
頼
書
に
よ
る
手
続
き

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
税
務
課
、
朝
夷
行
政

セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
内

金
融
機
関
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

提
出
先
は
、
振
替
先
に
指
定
す
る
金
融

機
関
で
す
。

●�

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
手
続
き

　

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
と

は
、
税
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、
専
用
の
端
末
機
器
に

対
象
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通

し
、
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
だ
け
で
口
座
振

替
の
手
続
き
が
行
え
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
対
象
税
目
は
、
固
定
資
産
税
、
市･

県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
で

す
。

　
対
象
金
融
機
関
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
金
融
機
関
で
も
口
座
、

カ
ー
ド
の
種
類
に
よ
り
、
ご
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
税
務
課　

　
　
☎
33 

― 

１
０
２
３
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　秋の恵みを堪能してから冬に入ると、熊になった気分になり、冬眠させてくれ～と心が叫び出しそうです。
皆さんは、冬の間、何をするのでしょう。
　昔、友達の家でコタツに入ったことがあり、自分がコタツを持っていれば、もうどこにも行かなくなってしま
うと判断して、決して持たないようにしました。それなのに、コタツを持っていなかった去年の冬は仕事以外
どこにも行きませんでした。結局、コタツを持っていても何も変わらないでしょう。
　冬になると、春夏の生き生きとした南房総市は幻のようです。南房総市と言えば、春の花と夏の海という
イメージが強く、秋には紅葉や新米を楽しめますが、冬の南房総市と言うと、実は何も思いつきません。まる
で、熊のように春を待ちながら静かに冬眠しているようです。

　Entering winter after a gloriously gluttonous autumn always makes me feel like a bear going into 
hibernation. What does everyone do in winter?
　I once went to a friend's place and they had a kotatsu at home. I came to the conclusion that if I had 
one, I would never get out of it ever and have made every effort to stop myself from getting one. Come 
to think of it, even without a kotatsu, I barely went anywhere except to work last winter anyway. 
Perhaps I should get one after all.
　In winter, the lively and active Minamiboso seems like an illusion. When I think about Minamiboso, 
I naturally think of flowers in the spring, the ocean in the summer, and the fall colors and newly 
harvested rice in autumn; but when it comes to winter, nothing really comes to mind. It's as if the city 
has gone into a quiet hibernation in anticipation of spring.

冬眠
24チーさな島国より…チーさな島国より… 南房総市国際交流員

文・訳　チー・エンジャ

Hibernation　

　
平
群
の
山
田
に
、
嘉か
ほ
う保
二
年（
一
〇
九
五
年
）

か
ら
伝
わ
る
獅
子
頭
が
三
体
、
集
落
の
旧
家
で

あ
る
川
名
家
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
獅し
し
が
し
ら




子
頭
は
、
昔
、
村
の
神
社
の
祭
り
や

寺
院
の
縁
日
の
時
、
郷
土
芸
能
の
一
つ
と
し
て

舞
っ
た
り
、
あ
る
い
は
日
照
り
が
続
き
、
農
耕

生
活
に
書
く
こ
と
が
出
来
な
い
水
が
涸
れ
た

時
、
雨
乞
い
の
た
め
舞
っ
た
鞨か
っ
こ
ま
い




鼓
舞
の
雄
獅
子

と
雌
獅
子
と
中
獅
子
の
頭
で
す
。

　
こ
の
鞨
鼓
舞
の
獅
子
に
な
る
人
は
、
青
年
以

上
の
男
性
に
限
ら
れ
て
お
り
、
女
性
が
出
来
る

の
は
簓さ
さ
ら（
竹
で
作
っ
た
日
本
の
民
族
楽
器
）を
使

う
時
だ
け
で
し
た
。
獅
子
頭
を
被
る
人
は
、
筒つ
つ

袖そ
で

に
伊い
が
ば
か
ま




賀
袴（
立た
っ
つ
け
ば
か
ま



付
袴
）に
手
甲
、
脚き
ゃ
は
ん




絆
、
足

袋
、
草
履
と
い
う
装
い
で
、
胸
に
か
け
た
鞨
鼓

を
打
ち
な
が
ら
舞
い
ま
し
た
。

　
鞨
鼓
は
、
奈
良
時
代
前
後
に
中
国
か
ら
伝
来

し
た
と
言
わ
れ
、
雅が
が
く



楽
と
唐と
う
が
く



楽
に
用
い
る
打
楽

器
で
、
二
本
の
桴ば
ち

で
打
ち
ま
す
。
何
時
の
頃
か

ら
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
の
神
事
な
ど
で

舞
う
獅
子
舞
の
小
道
具
に
な
っ
た
の
か
は
、
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
山
田
の
獅
子
頭
は
市
の
指
定
文
化
財
で
す
。

「山
や ま だ の し し が し ら 


田の獅子頭」
第 199 話
生
いくいな

稲謹
きん

爾
じ

有料広告 有料広告
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安
房
拓
心
高
校
の
生
徒
が
育
て
た
Ｊ
Ａ
安
房

の
ブ
ラ
ン
ド
枝
豆「
安
房
一
豆（
あ
わ
い
ち
ず
）」、

「
地
元
で
生
ま
れ
た
貴
重
な
品
種
を
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
食
べ
て
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た

ら
」と
給
食
に
無
償
で
提
供
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
外
房
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
し
外
房
地

区
の
児
童
、
生
徒
ら
で
特
産
品
の
枝
豆
を
味
わ

い
ま
し
た
。

　
受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

功
労
表
彰

・
農
政
審
議
会
委
員

　
山
田　
一
夫（
丸
山
地
区
）

・
行
政
連
絡
員

　
加
藤　
喜
代
志（
千
倉
地
区
）

給
食
で
特
産
品「
安
房
一
豆
」を

味
わ
う

令
和
４
年
度
南
房
総
市
定
期
表

彰
式
で
18
人
を
表
彰

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
委
嘱

白浜小６年生の給食の様子

受彰者の皆さん

　
11
月
１
日
、
漁
業
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

福
留
拓
也
さ
ん（
37
歳
）を
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

福
留
さ
ん
は
鹿
児
島
県
出
身
で
、
こ
れ

ま
で
特
に
漁
業
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
か
ね
て
よ
り
海
に
関
わ
る
仕
事
が
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
南
房
総
市
の

募
集
を
見
つ
け
て
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
な
ど
を
素
潜

り
で
採
る
海
女
漁
が
盛
ん
で
、
有
数
の
水

揚
量
を
誇
り
ま
す
が
、
担
い
手
不
足
が
深

刻
で
あ
り
、
人
材
の
確
保
と
技
術
の
伝
承

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
留
さ
ん
は
、
将
来
の
漁
業
の
担
い
手

と
な
る
よ
う
漁
業
協
同
組
合
に
研
修
生
と

し
て
所
属
し
、
漁
業
に
関
す
る
知
識
や
技

術
を
学
び
、
任
期
終
了
後
の
漁
業
就
業
を

目
指
し
ま
す
。
特
に
海
女
と
し
て
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市長と地域おこし協力隊福留さん

有料広告有料広告

・
交
通
指
導
員

　
渡
邉　
孝
浩（
丸
山
地
区
）

　
小
原　
芳
美（
白
浜
地
区
）

　
新
藤　
葉
子（
千
倉
地
区
）

　
渡
邊　
秀
樹（
和
田
地
区
）

　
和
田　
良
一（
三
芳
地
区
）

　
間
宮　
幸
男（
和
田
地
区
）

　
明
星　
光
治（
富
浦
地
区
）

　
白
井　
曻（
和
田
地
区
）

　
三
幣　
利
之（
千
倉
地
区
）

　
横
山　
秀
樹（
千
倉
地
区
）

・
観
光
協
会
会
長
、
副
会
長
お
よ
び
理
事

　
堀
江　
洋
一（
千
倉
地
区
）

・
観
光
協
会
副
会
長
お
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　千葉県立安房特別支援学校では、幼稚部の入学
者を募集します。令和５年１月13 日（金） まで随時、
入学に係わる教育相談に応じます。
応募資格
　平成29年４月２日～令和２年４月１日に生まれた
聴覚に障害のある幼児、言葉などに遅れがみられる
幼児
募集人数
　３～５歳児それぞれ若干名
募集期間
　令和５年２月１日（水）～２月13日（月）
　９：00～16：00　※土・日・祝日を除く
提出書類
　入学願書、身体障害者手帳もしくは療育手帳の写
しまたは障害を有することを証明する診断書、返信
用封筒　
※�出願書類については、館山聾分校で配布していま
す。

提出場所
　千葉県立安房特別支援学校　館山聾分校事務室
※郵送可
入学者選考日
　令和５年２月22日（水）
※�入学許可候補者の発表は、３月３日（金）午前９時
に、千葉県立安房特別支援学校館山聾分校の玄
関前に掲示するとともに、本人に郵送で通知しま
す。
　千葉県立安房特別支援学校　館山聾分校

	 教頭　佐藤　または　幼稚部主事　鈴木
	 ☎２７－２４９０

　本年度においても、地域住民配分用として捕獲し
た鯨の冷凍肉を市が購入し、有料配布を行います。
予約期間
　12月15日（木）～12月17日（土） 
　９：00～16：00
配布期間
　12月23日（金）～12月25日（日）
　 ９：00～16：00
価格
　イワシ鯨赤肉１級（冷凍） ２，９２０円／㎏
配布限度量
　１世帯あたり５㎏まで
　※�捕獲量に限りがあるため、先着順により有料配

布します。
　 　千倉水産加工業協同組合　☎４４－１８１１

　令和4年度一般会計補正予算が、11月の市議会臨時
会で可決され、一般会計予算総額は、２７２億７，
５９８万7千円となりました。
　歳入と歳出にそれぞれ３，３０２万１千円を追加しま
した。
　富楽里とみやま大規模改修事業における資材などの
物価高騰および追加工事の発生に伴う不足額を追加補
正したものです。

　企画財政課　☎３３－１００１

鯨肉を有料配布

令和４年度一般会計補正予算
（8号）が可決

千葉県立安房特別支援学校館山聾分校 
幼稚部の入学者募集

掲
示
板

有料広告

有料広告
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奈良の仏師が作った阿弥陀如来像

～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎教育委員会生涯学習課 ☎46－296346－2963
○○7676

シリーズシリーズ

　◦�常時公開
◦トイレあり／駐車場なし

公
開

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・�見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

　山名の本郷集落にある智光寺は、不
ふどうみょうおう


動明王を本尊とす
る真言宗の寺院です。由緒は不明ですが、一説には、奈
良時代の名僧・行

ぎょうきぼさつ

基菩薩が開基したという伝承もあります。

　境内の阿弥陀堂に安置されている、木造の阿弥陀如来
坐像は、像高105㎝、膝

ひざは

張り85㎝、肩幅50㎝の寄

よせぎ
木

造
づくり

となっています。蓮

れん
華
げ
座
ざ
と呼ばれる台座の上に座って

おり、両手の指を組んで「上
じょうぼんじょうしょう


品上生」という印
いんぞう

相を結

んでいます。
　像の内部に残されている墨

ぼくしょ

書の銘文には、江戸時代初

期の元
げんな

和 2年（1616）に、この地で代官をしていた中

なか

村
む ら や え も ん 

弥右衛門という人物が願主となり、奈

な ら ぶ っ し 

良仏師の井

いのうえすけ
上助

一
いちろう

良が再興したことが記されています。また、像の底部には「慶

けいちょう

長19年（1614）に里

さとみあわのかみ

見安房守が国

くにがえ

替した際に破損した」

という主旨の墨書が残されています。
　詳細はわかりませんが、この銘文の内容から、里見氏が安房国から去った頃に何らかの理由で仏像が壊れ、新しく
代官となった弥右衛門が、奈良の仏師に頼んで作り直したものとみられます。

富津・館山・南房総・鋸南富津・館山・南房総・鋸南
求む！ 土地・建物 売り物件求む！ 土地・建物 売り物件！！

木造阿弥陀如来坐像

所在地／山名1370（三芳地区）
所有者／智

ち こ う じ 

光寺（真言宗）

木 造 阿 弥 陀 如 来 坐 像
もくぞう あ み だ にょらい ざ ぞ う

市指定有形文化財（彫刻）市指定有形文化財（彫刻）


